
次回の広報まいばら発行日は… 
3月15日号（お知らせ号）    　3月9日(金)

ヤッホー！ 森はでっかい教室だ！
1月26日、大原小学校５年生の児童84人が夫馬にある森

林で、枝打ち作業などに使われる専用器具を使っての「木登
り」や、のこぎりでの「丸太切り」を体験しました。
はじめは「こわいよ」「緊張する」と言っていた子どもた

ちでしたが、道具の使い方などのコツを教わり、高い木の上
から辺りを見回したり、丸太の切り口から香る木の香りをか
いだりして、森林での授業を思
いっきり楽しみました。子ども
たちは、今後も森林と私たちの
暮らしの関わりや、森林の現状
と地球環境の関わりなどについ
て学んでいく予定です。
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つ
く
る
力
は
生
き
る
力
に

カ
モ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

カ
モ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
　
代
表

中
村

な
か
む
ら

一
海

か

ず

み

さ
ん
（
清
滝
）

旧
山
東
町
に
「
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
」
が
で

き
る
こ
と
が
決
ま
り
、
平
成
11
年
、「
住
民

手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
構
想
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
舞
台
美
術
な

ど
で
、
演
劇
経
験
が
あ
っ
た
私
は
、
何
か

お
役
に
立
て
る
の
な
ら
と
、
ル
ッ
チ
プ
ラ

ザ
の
こ
け
ら
落
と
し
に
向
け
、
裏
方
の
一

人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
多
く
の
関
係

者
に
と
っ
て
、
何
も
か
も
が
は
じ
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
、
無
我
夢
中
と
い
っ
た
感

じ
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
舞
台
づ
く
り

へ
の
熱
い
想
い
は
増
す
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
こ
け
ら
落
し
公
演
「
比
夜
叉
伝

ひ
や
し
ゃ
で
ん

」

は
大
成
功
。
間
も
な
く
２
作
目
の
話
が
持

ち
上
が
り
、
そ
の
制
作
運
営
委
員
会
と
し

て
平
成
13
年
に
生
ま
れ
た
の
が
「
カ
モ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー
」
で
す
。
以
後
、
演
劇
企
画

や
ス
タ
ッ
フ
募
集
、
演
出
家
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
調
整
、
衣
装
・
大
道
具
・
小
道
具
の

制
作
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
奔
走
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
モ
カ
ン
設
立
後
の
初
舞
台
と
な
っ
た

「
３
１
さ
ん
と

０う

版
し
あ
わ
せ
の
王
子
」
そ
し
て
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
３
１
０
版
オ
ー
！
七
兵
衛
」

を
創
る
過
程
で
、
私
た
ち
の
め
ざ
す
方
向

性
が
な
ん
と
な
く
見
え
て
き
ま
し
た
。

住
民
で
つ
く
る
「
表
現
」
の
お
も
し
ろ

さ
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
関
係
な
く
共
有
で
き

る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
舞
台
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

上
手

う

ま

く
見
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
全
開
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
か
ら
ほ
と
ば

し
っ
て
く
る
。
演
技
も
歌
も
踊
り
も
。

カ
モ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
設
立
以
来
、
私

た
ち
は
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
を
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
と
は
「
演
劇
」
を
「
現
場
」
で
創
っ

て
い
く
作
業
で
す
。
ま
ず
は
手
が
か
り
と

な
る
物
語
を
用
意
し
て
、
集
ま
っ
た
メ
ン

ま
ち
に
ホ
ー
ル
が
で
き
る
！

住
民
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

５
年
前
に
設
立
し
た
「
カ
モ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
（
以
下
「
カ
モ
カ
ン
」）
は
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
い
う
手
法
を
用
い
て
「
表
現
す
る
こ
と
」
を
楽
し
む
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
で
す
。
そ
の
名
の
と
お
り

”み
ん
な
お
い
で
よ
！
“
と
い
う
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
、
お
と
な
も
子
ど
も
も
、
女
の
子
も

男
の
子
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
存
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
舞
台
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、「
カ
モ
カ
ン
版
咲
子
」
の
上
演
を
３
月
25
日
に
控
え
、
台
本
合
わ
せ
や
役
づ
く
り
、
ダ
ン

ス
の
レ
ッ
ス
ン
に
大
忙
し
の
カ
モ
カ
ン
で
、
代
表
を
務
め
る
中
村
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

舞
台
を
つ
く
り
あ
げ
る

プ
ロ
セ
ス
が
大
事
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バ
ー
で
場
面
づ
く
り
や
ス
ト
ー
リ
ー
展
開

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
こ
か
ら
台

本
を
立
ち
上
げ
て
い
き
ま
す
。

「
こ
こ
の
セ
リ
フ
は
こ
う
い
う
風
に
し

た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」「
こ
こ
で

振
り
向
い
て
大
き
な
声
を
出
し
て
…
」

「
や
っ
ぱ
り
走
り
去
っ
て
い
く
の
は
ど

う
？
」
な
ど
な
ど
一
人
ひ
と
り
が
演
出
家

に
も
、
舞
台
監
督
に
も
な
り
ま
す
。
カ
モ

カ
ン
の
舞
台
は
、
料
理
に
例
え
る
と
「
こ

れ
で
完
成
」
と
い
う
お
手
本
の
な
い
メ
ニ

ュ
ー
の
よ
う
な
も
の
で
、
メ
ン
バ
ー
一
人

ひ
と
り
の
関
わ
り
が
調
味
料
と
な
り
、
ス

パ
イ
ス
と
な
り
、「
カ
モ
カ
ン
版
・
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る

も
の
な
の
で
す
。

自
分
た
ち
で
考
え
、
身
体

か
ら
だ

を
動
か
し
、

こ
と
ば
で
、
身
体
で
、
心
で
「
表
現
す
る
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
自
分

の
考
え
を
伝
え
た
り
、
自

分
と
ち
が
っ
た
意
見
を
受

け
入
れ
た
り
、
自
分
自
身

と
向
き
合
っ
た
り
…
を
繰

り
返
し
ま
す
。
い
つ
し
か

自
然
と
互
い
を
認
め
合
い
、

支
え
合
う
仲
間
が
で
き
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
舞
台

で
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
い

つ
だ
っ
て
臨
機
応
変
で
す
。

思
わ
ぬ
展
開
が
ま
た
新
た

な
感
動
を
生
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ひ
と
り
が
み
ん

な
の
た
め
に
、
み
ん
な
が

ひ
と
り
の
た
め
に
フ
ォ
ロ

ー
で
き
る
、
そ
れ
が
カ
モ

カ
ン
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
自
慢
で
す
。

み
ん
な
の
感
性
を
響
か
せ
合
い
、
つ
く

り
出
す
表
現
や
、
み
ん
な
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
力
は
感
動
を
呼
び
、
絆

き
ず
な
を
深
め
ま
す
。

自
分
を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
、
仲
間
が
い

る
こ
と
、
強
い
絆
が
あ
る
こ
と
は
カ
モ
カ

ン
の
活
動
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や

学
校
、
地
域
で
の
日
常
生
活
の
中
で
も
大

き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
は
「
生
き
る
力
」
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
社
会
を

つ
く
る
原
動
力
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

自
信
が
持
て
る
　
自
分
が
好
き
に
な
る

そ
れ
が
生
き
る
力
に

今、カモカンメンバーは今回で８回目の公演となる「カモカ
ン版咲子」の練習に一生懸命！
咲子の原作となった「ＢＬＯＯＭ」は、大東中学校２年生の

大橋佳代さんの作品で、未来へのゆめ、不安、現実など、思春
期の少年少女の揺れ動くこころを描いた等身大の物語です。

ぜひご来場ください！2007 カモカン版咲子

いつだってみんなおいでよ！
カモカンメンバー・
サポートスタッフ募集中

カモカンは日々の暮らし（表現）を面白
がる仲間です。演じてみたい、企画や運営
をサポートしてみたい、というメンバーを
随時募集しています。ひとつのことを皆で成
し遂げる感動は別格です。初めての方も大歓
迎！ぜひ一緒に企画を成功させましょう！

カモンカンパニー（中村一海）
1 090‐3849‐5078
kamokan310@hotmail.com

http://www.geocities.co.jp/kamokan310/

問い合わせ先



4public information  Maibara 2007.3.1

米
原
市
第
１
次
総
合
計
画

｜

審
議
経
過
報
告
｜

総
合
計
画
は
『
ま
ち
の
設
計
図
』

総
合
計
画
と
は
、
米
原
市
が
市
民
に
と

っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
地
域
の

課
題
を
整
理
し
、
米
原
な
ら
で
は
の
魅
力

を
生
か
す
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
ま
と

め
た
計
画
で
す
。

ま
た
、
総
合
計
画
は
市
が
つ
く
る
あ
ら

ゆ
る
計
画
の
も
と
と
な
る
行
政
運
営
の
基

本
構
想
と
基
本
計
画
を
定
め
た
も
の
で
あ

り
、
10
年
後
の
米
原
市
を
見
据
え
た
設
計

図
と
も
い
え
る
計
画
で
す
。

米
原
が
米
原
で
あ
る
た
め
の

市
民
本
位
の
計
画
づ
く
り

こ
の
計
画
づ
く
り
の
指
標
と
な
る
の
は

『
市
民
の
く
ら
し
』。
地
域
の
特
色
や
社
会

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
市
民
本
位
の
計

画
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
で
は
、
合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
『
新
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
』
を
補
う
と
と
も
に
、

新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
計
画
と

な
る
よ
う
、
公
募
委
員
を
交
え
た
審
議
会

の
設
置
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
市

民
の
意
向
を
調
査
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
な
ど
、
市
民
の
参
加
・
参
画
の
も
と
で
、

将
来
的
目
標
を
示
す
基
本
構
想
（
素
案
）

を
描
く
た
め
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
い

ま
す
。

総合計画の構成イメージ（基本構想、基本計画、実施計画の3層で構成されます。）

米原市の将来の目標及び目標達成のため
の施策構想を示すものです。

基本構想で示された目標に到達するた
めの施策体系を明らかにしたものです。

基本計画で掲げた施策、事業を、中期
的な財政（歳入歳出）予測とバランス
をとりながら数年度に分け実施し、そ
の計画を示すものです。（毎年見直し）

基本構想

基本計画

実施計画

（10年間） 

《前期５年》 

【第１期3年】 
【第2期3年】 

【第3期3年】 
【第4期3年】 

【第5期3年】 
【第6期3年】 

《後期５年》 



（１）交通の要衝

（２）豊かな自然環境

（３）情報基盤（ケーブルテレビ）

（４）地域の絆（地縁型社会）

（５）歴史・文化資源
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米原市
の特性

米原らしい計画を練る上で重要となるのが、市の特性をよく理解す

ることです。先におこなった市民アンケートや総合計画審議会での市

民意見、さらには職員ワークショップでの分析結果などから市の特性

を整理し、《米原の強み（米原市の良いところ）》、《米原の弱み

（米原市の悪いところ）》としてまとめました。

東海道本線、北陸本線、東海道新幹線、近江鉄道という鉄
道網があり、県下で唯一の新幹線停車駅があります。名神高
速道路と北陸自動車道の2つの高速道路とそのジャンクショ
ンおよびインターチェンジがあります。また、一般国道とし
ては8号、21号、365号が通過しています。これらによって
京阪神、中京圏、北陸圏を結ぶ交通の要衝となっています。

地勢的には、日本百名山のひとつである伊吹山とその南に
は霊仙山がそびえ、総面積の約7割を占める森林にたくわえ
られた水が、清流姉川や天野川となって地域を流れ、母なる
琵琶湖に注ぐという、水と緑に包まれた自然豊かな地域です。
伊吹山のお花畑、姉川の清流、三島池のマガモ、天野川など
のホタル、鮎、醒井のハリヨと梅花藻、オオムラサキや里山
など美しい自然があり、貴重な動植物の宝庫となっています。

市内全域にケーブルテレビ（CATV）網を整備することで、
身近なテレビ映像を通した行政情報や市内の行事・話題など
を市民に提供し、情報の共有による魅力あるまちづくりの実
現に向けて取り組んでいます。さらに、インターネットの高
速通信を可能とし、情報通信環境の充実を図っています。

ヤマトタケル伝説や古代豪族息長氏の歴史舞台となるほ
か、中山道と各宿場など古くから歴史文化のつながりをもっ
ており、有形無形の歴史・文化資源が数多く残っています。

古くは農林業等が中心であった本市は、土地に定着して地
域共同体を作って暮らす「地縁社会」を形成していました。
互いに労働を提供する「結（ゆい）」や「催合（もやい）」と
いう共同作業の慣行が、地域の共同作業の源流として今も各
地に息づいており、今後のまちづくりに不可欠な協働と参画
の原動力となることが期待されます。

（１）都市機能の集積

（２）都市基盤の整備

（３）まちの一体感

（４）ブランド力
りょく

（５）行財政運営

彦根市、長浜市に挟まれており、商業・アミューズメント施設、
ビジネス、高度医療、宿泊施設などの都市機能集積が弱く、人や
企業を寄せ付ける魅力が形成されていません。
また、居住機能についても戸建て住宅の供給は進んでいるもの
の、マンションなど都市的居住が進んでおらず、居住機能のバリ
エーションが弱いため、隣接市などへの人口流出を招いています。

広域交通体系の充実に比べ、市内の都市基盤整備が遅れて
おり、企業ニーズや転居を検討している人々のニーズに対応
できないなど、交通結節点の機能を十分に生かし切れていま
せん。

旧町意識及び、新興住宅地の住民と従来からの住民の意識
の隔たりなど、米原市民としての一体感の弱さがあります。

行政効率の低さや縦割り意識の強い行政組織など、市民意
識に立ったまちづくりの目標設定やまちづくりに対する責任
体制の明確化が不足しています。

恵まれた立地特性から来る全国的な知名度に対し、都市イ
メージや産業イメージが乏しく、人や企業を惹きつける魅力
（ブランド力）に欠けます。

米原市の良いところ 米原市の悪いところ
米原の強み vs  米原の弱み

米
原
市
の
ま
ち
づ
く
り
　
　
　
　
　

９
つ
の
課
題

米
原
市
の
特
性
と
市
を
と
り
ま
く
社

会
動
向
、
さ
ら
に
は
国
や
県
、
琵
琶
湖

東
北
部
と
い
っ
た
広
域
的
な
地
域
の
中

で
の
米
原
市
の
将
来
的
位
置
づ
け
な
ど

を
整
理
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
次

の
９
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

１

交
流
中
核
都
市
と
し
て
の

確
か
な
成
長

●
近
畿
・
中
部
・
北
陸
を
結
ぶ
交
通
の

要
衝
と
い
う
立
地
条
件
と
文
化
交
流

の
結
節
点
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
。

●
琵
琶
湖
東
北
部
の
交
流
の
結
節
点
と
し

て
確
実
に
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
。

２

す
べ
て
の
人
に
配
慮
し
た

都
市
基
盤
の
整
備

●
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
市
街
地
と
、
利
便
性

の
高
い
道
路
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
外

出
で
き
る
地
域
交
通
体
系
の
整
備
。

●
良
好
な
居
住
環
境
を
築
く
た
め
、
情

報
通
信
基
盤
格
差
の
解
消
と
、
快
適

な
生
活
を
支
え
る
上
下
水
道
、
公
園

な
ど
の
整
備
。
地
域
特
性
に
対
応
し

た
利
雪
・
克
雪
対
策
。
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３

災
害
に
強
い
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

●
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
を
は
じ

め
、
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
災
害
に
強
い
防
災
の

ま
ち
づ
く
り
。

●
公
共
施
設
な
ど
の
避
難
施
設
の
耐
震
機

能
強
化
と
、
市
民
主
体
の
自
主
防
災
組

織
の
育
成
。
危
機
管
理
体
制
の
充
実
。

４

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と

医
療
・
福
祉
体
制
の
充
実

●
全
国
や
滋
賀
県
の
水
準
を
上
回
る
高
齢

化
へ
の
対
応
。

●
総
合
的
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
、
基
盤
・
人

材
・
体
制
強
化
と
地
域
を
つ
な
ぐ
安

心
・
安
全
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
。

●
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
ら
れ
、
若
者
が
定
住
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
。

５

良
好
な
自
然
環
境
と

景
観
の
保
全
・
継
承

●
水
と
緑
に
包
ま
れ
、
貴
重
な
生
き
物
た

ち
が
生
息
す
る
豊
か
な
自
然
を
、
開
発

や
生
活
排
水
・
農
業
排
水
の
影
響
な
ど

か
ら
守
り
、
森
林
や
河
川
の
環
境
悪
化

を
防
ぐ
。

●
地
球
的
規
模
で
深
刻
な
環
境
問
題
に
対

し
、
先
人
た
ち
の
知
恵
に
学
び
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
。

●
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
を
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
、
調
和
の
と
れ
た
土
地

利
用
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
。

６

産
業
の
活
性
化
と

交
流
型
産
業
基
盤
の
整
備

●
交
通
の
要
衝
を
活
か
し
た
交
流
型
産
業

（
観
光
な
ど
の
交
流
を
促
す
産
業
）
の

振
興
。

●
担
い
手
が
減
少
し
続
け
る
農
林
水
産
業

の
振
興
。

７

次
代
を
担
う

人
材
育
成
の
推
進

●
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
と
い
う
視
点

の
も
と
、
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
学
び
、
充
実
し
た
暮
ら
し
や
生
き

が
い
の
あ
る
仕
事
、
自
分
に
合
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
個
性
あ
る
地
域
づ

く
り
に
役
立
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
。

８

市
民
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

●
多
様
な
市
民
参
加
を
図
り
、
市
民
、
地

域
、
行
政
が
互
い
に
補
完
し
あ
う
、
共

に
考
え
共
に
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
「
開
か
れ
た
」
ま
ち
づ
く

り
。

●
集
落
を
単
位
と
し
て
、
互
い
の
顔
が
み

え
る
ぬ
く
も
り
の
あ
る
市
民
自
治
と
、

成
熟
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
。

●
自
発
的
な
関
心
や
参
加
意
欲
に
基
づ
い

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民

間
非
営
利
組
織
）、
グ
ル
ー
プ
活
動
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
を
担
い
、

広
域
的
な
生
活
圏
の
中
で
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
。

９

行
財
政
改
革
の
推
進

●
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
っ
て
厳

し
さ
を
増
す
財
源
確
保
と
更
な
る
行
財

政
運
営
の
効
率
化
。

●
合
併
に
よ
る
効
果
を
最
大
限
活
か
し
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
使
っ
た
市

民
に
と
っ
て
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

●
ス
リ
ム
で
政
策
形
成
能
力
の
高
い
行
政

機
構
の
確
立
や
職
員
資
質
の
向
上
と
、

資
金
・
人
材
・
資
源
を
最
大
限
に
有
効

活
用
す
る
新
た
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の

構
築
。

米
原
の
特
性
や
課
題
を
も
と
に
描
く

基
本
構
想

〜
社
会
の
荒
波
に
も
へ
こ
た
れ
な
い
！

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〜

近
年
の
社
会
経
済
の
潮
流
は
、
国
・

地
方
の
財
政
の
硬
直
化
、
本
格
的
な
Ｉ

Ｔ
社
会
の
到
来
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少

時
代
の
到
来
な
ど
、
大
き
な
時
代
の
転

換
期
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
米

原
ら
し
い
、
み
ん
な
が
満
足
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、
行
政

は
市
民
と
と
も
に
課
題
解
決
に
果
敢
に

挑
み
、
地
域
の
資
源
や
人
材
が
生
か
さ

れ
る
仕
組
仕
組
み
を
も
っ
て
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

米
原
市
の
特
性
や
課
題
を
も
と
に
描

い
た
総
合
計
画
の
基
本
理
念
は
「
人
が

元
気
」、「
ま
ち
に
活
力
」、「
風
土
に
愛

着
」。
ま
た
、
10
年
後
の
市
の
あ
る
べ
き

姿
を
『
自
然
き
ら
め
き
　
ひ
と
・
ま
ち

と
き
め
く
　
交
流
の
ま
ち
』
と
し
て
掲

げ
、
計
画
実
現
に
向
け
た
社
会
の
荒
波

に
も
へ
こ
た
れ
な
い
戦
略
的
地
域
経
営

を
進
め
ま
す
。
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こ
の
基
本
構
想
（
素
案
）
は
総
合
計

画
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、『
総
合
計

画
基
本
構
想
骨
子
』
と
し
て
市
長
に
答

申
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
今
後
は

こ
の
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た
目
標
に
ど

の
よ
う
に
到
達
す
る
の
か
、
そ
の
具
体

的
な
方
針
や
手
段
を
明
ら
か
に
し
た
、

基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

<

基
本
理
念
の
キ
ー
ワ
ー
ド>

風土に愛着 

まちに活力 

人が元気 
人権が尊重され、 
若い力が育ち 
思いやりと元気に 
あふれたまち 

人々の協働と確かなまちづくり 
の歩みにより未来への夢と 
交流がひろがり輝くまち 

恵まれた自然や 
歴史・文化を守り 
心豊かな暮らしに 
　　活かすまち 

基本構想（素案）
まちづくり推進の５本柱と将来

〈１０年後の米原市のあるべき姿を表現した将来像〉

自然きらめき ひと・まち ときめく 交流のまち

この基本構想では、まちの将来像『自然きらめき　ひと・ま

ち　ときめく　交流のまち』の実現に向けた、まちづくり推進

のための大きな目標（政策）を５つの柱で示しています。

米
原
市
民
が
、
産
業
及
び
地
域
経
済

の
振
興
に
よ
り
、
賑
わ
い
を
実
感
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

地
の
利
を
活
か
し
た

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

米
原
市
民
が
、
安
全
か
つ
快
適
に
日

常
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
、
ほ

っ
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

災
害
に
強
く
生
活
が

便
利
な
ほ
っ
と
す
る
ま
ち

米
原
市
民
が
、
市
民
の
財
産
で
あ
る

み
ず
と
み
ど
り
を
誇
り
に
思
い
、
大
切

に
残
し
て
、
訪
れ
る
人
を
魅
了
す
る
、

い
や
し
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

日
本
一
の
田
舎
都
市
が
魅
せ
る

い
や
し
の
ま
ち

米
原
市
民
が
、
日
々
の
生
活
を
健
や

か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

や
す
ら
ぎ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

米
原
市
民
の
心
の
通
い
合
い
で

築
く
心
と
体
の
健
康
な
ま
ち

米
原
市
民
が
、
誇
り
と
生
き
が
い
と

笑
顔
を
持
ち
続
け
、
精
神
的
な
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
（
心
豊
か

な
ま
ち
）
に
努
め
ま
す
。

誇
り
と
生
き
が
い
と
笑
顔
で

紡
ぐ
心
豊
か
な
ま
ち

１２３４５

お詫び
２月号でお知らせしたシンボル募集は
総合計画基本構想パブリックコメント
に合わせて実施します。

【将来像】自然きらめき ひと・まち ときめく 交流のまち

＊田舎都市……田舎の自然と人情それにプラスして都会の便利さを兼ね備えたまち

＊

政
策
推
進
部
総
合
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
６
　
5
５
２
―
５
１
９
５

お
問
い
合
わ
せ
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買
い
物
や
通
院
、
通
学
な
ど
に
利
用
し

て
い
る
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
バ
ス
。

市
で
は
、「
米
原
市
バ
ス
対
策
地
域
協

議
会
」
な
ど
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
、

①

鉄
道
と
の
乗
継
な
ど
の
改
善
を
図
る

た
め
、
一
部
路
線
の
変
更
、
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し

②
一
部
路
線
で
の
料
金
改
定

な
ど
を
実
施
し
、
新
し
い
ダ
イ
ヤ
で
運
行

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
バ
ス
運
行
を
取
り

巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
く
、
利
用
者

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
今
年
度
は
原
油
価
格
の
影
響
を

受
け
、
燃
料
代
の
高
騰
な
ど
と
い
っ
た

要
因
も
重
な
り
、
バ
ス
運
行
に
か
か
る

収
支
状
況
は
急
激
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

膨
れ
上
が
る
バ
ス
運
行
経
費

市
内
で
運
行
し
て
い
る
バ
ス
路
線
は
、

全
て
赤
字
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
バ
ス
運
行
を
継
続
し
て
い
く
為
に
、

バ
ス
事
業
者
の
運
行
赤
字
を
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
で
補
っ
て
い
ま

す
。市

内
を
走
る
バ
ス
路
線
11
路
線
（
ま
い

ち
ゃ
ん
号
含

む
）
で
年
間

約
１
億
２
千

６
百
万
円
の

運
行
経
費
が

か
か
る
一
方

で
、
運
賃
収

入
は
お
よ
そ

３
千
６
百
万

円
と
わ
ず
か

28
％
に
と
ど

ま
り
、
運
行
赤
字
は
約
９
千
万
円
に
上
り

ま
す
。
こ
の
う
ち
約
２
千
９
百
万
円
を
滋

賀
県
が
、
残
り
の
約
６
千
１
百
万
円
を
市

が
バ
ス
事
業
者
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
を
見

る
と
、
木
之
本
米
原
線
が
約
９．

８
人
と

最
も
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
藤
川
線
、
カ

モ
ン
バ
ス
（
堂
谷
線
・
柏
原
線
）
は
１
人

を
下
回
る
、
極
め
て
低
い
利
用
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
バ
ス
利
用
１
人
１
回
あ

た
り
に
市
が
使
う
税
金
は
、
梓
河
内
線
が

約
１
４
０
円
と
最
も
少
な
か
っ
た
の
に
対

し
、
カ
モ
ン
バ
ス
堂
谷
線
が
お
よ
そ
３
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
　
運
行
赤
字
に
は
、
バ
ス
購
入
費
、
運
転
手

人
件
費
、
燃
料
費
、
旅
費
、
光
熱
水
費
、

本
社
経
費
な
ど
、
運
賃
収
入
で
ま
か
な
え

な
い
全
て
の
経
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

岐
路
に
立
つ
バ
ス
交
通

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
利
用
者
の
減
少
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今
後
の
市
内
バ
ス
路
線
の

見
直
し
に
つ
い
て

市
で
は
、
昨
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、「
バ
ス
利
用
者
利
用
実
態
調
査
」
を

行
い
、
市
内
を
走
る
バ
ス
に
乗
車
す
る
利

用
者
に
直
接
お
話
を
聞
き
、
バ
ス
が
抱
え

る
問
題
点
や
利
用
実
態
、
利
用
状
況
を
把

握
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
バ
ス
利
用
者
の
大
半
が
、

幼
稚
園
児
・
児
童
、
も
し
く
は
車
を
持
た

な
い
高
齢
者
で
あ
り
、
バ
ス
は
重
要
な
交

通
手
段
で
あ
る
一
方
、
一
日
中
バ
ス
に
乗

っ
て
調
査
を
し
て
も
、
乗
客
は
わ
ず
か
数

名
と
い
う
路
線
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
か
ら
必
要
と

さ
れ
て
い
る
路
線
と
、
バ
ス
運
行
そ
の
も

の
の
是
非
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
路
線
と
が
存
在
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
利
用
実
態
調
査
等

を
考
慮
し
て
、
バ
ス
の
中
期
的
な
見
直
し

方
針
と
し
て
、
次
の
２
つ
を
掲
げ
ま
し
た
。

◇通勤客、観光客等の経常的利用が見込める路線（曲谷線、
醒ヶ井線、梓河内線、市域をまたぐ路線）については、利
用ニーズにあったダイヤ調整を行うことで、当面の間、現
行のバス路線を維持することとします。

◇バス路線の利用者が極端に少なく、通勤・通学客、観光
客の利用が今後も見込めない路線（多和田線、カモンバス、
藤川線）については、現行のバス路線の廃止と、新たな公
共交通の必要性や転換方策について検討を実施します。

中期的な見直し方針

醒ヶ井線

多和田線

梓河内線

曲谷線

藤川線

カモンバス堂谷線

カモンバス柏原線

木之本線

近江長岡線

伊吹登山口線

まいちゃん号

合　　　　計

106

84

84

81

7

10

8

196

150

91

56

871

4.60

5.25

8.38

2.37

0.83

0.99

0.74

9.79

4.99

7.02

3.98

513

433

240

818

90

46

68

238

664

322

194

3,626

1,702

2,112

671

2,441

465

1,142

917

678

1,198

696

639

12,661

1,189

1,679

431

1,623

375

1,096

849

440

534

374

445

9,035

308

548

141

552

1,550

3,017

2,854

44

216

273

322

湖
　
国
　
バ
　
ス

路　線　名運　行
利用者数

（人／日）

1便
あたりの
利用者数
（人／日）

運賃
収入
（万円）

運行
経費
（万円）

米原市内の
運行赤字額
（万円）

バス利用
1回にかかる
税金（円）

近江
タクシー

市内を走るバスの路線別「利用状況」と「運行経費」

※運行赤字の金額：約9,000万円をバス事業者に対して補助金として支払っています。
※滋賀県からの補助：約2,900万円
※多和田線、梓河内線は幼稚園児、小学校児童の通園・通学による利用がほとんどで一般の利用客は極
めて少ない路線です。

6500 

5500 

4500 

3500 
平成14年 

約 
4400万円 

約 
4700万円 

約 
5000万円 

約 
5600万円 

約 
6100万円 

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 

（万円） 米原市からバス事業者への補助額の推移 

運賃収入 
約3,600万円 

約9,000万円 

運行赤字額 
約9,000万円 

補助金 
約1,090万円 

運行赤字額 
約1,090万円 

運賃収入 
約50万円 

補助金 

運行経費に占める補助金の割合

（例）カモンバス堂谷線米原市全体

運行赤字額 約1,090万円
＝市単独補助額約790万円＋県補助約300万円

運行赤字額 約9,000万円
＝市単独補助額約6,100万円
＋県補助約2,900万円
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地
域
ぐ
る
み
で
考
え
る

バ
ス
交
通

市
の
バ
ス
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
く
、
今
後
数
年
の
う
ち
に
、

現
状
の
バ
ス
運
行
を
維
持
す
る
だ
け
で

も
赤
字
の
埋
め
合
わ
せ
に
使
う
税
金
額

が
１
億
円
を
突
破
す
る
も
の
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
市
の
公
共
交
通
の

安
定
的
な
運
行
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

地
域
の
実
情
に
見
合
っ
た
運
行
方
法
に

つ
い
て
、
現
行
の
バ
ス
交
通
の
あ
り
方

を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
、
交
通
事
業
者
、
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
、
バ
ス
の
廃
止
や
そ
の

代
替
案
な
ど
を
含
め
た
今
後
の
バ
ス
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
ぐ
る
み

で
考
え
、
行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
地
域
で
の
説
明
会
等
を

開
催
す
る
際
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
市
の
公
共
交
通
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

高齢者、障がい者を対象に
公共交通乗車助成事業を創設

政
策
推
進
部
総
合
政
策
課
（
米
原
庁
舎
）

1
５
２
―
６
６
２
６
　
5
５
２
―
５
１
９
５

お
問
い
合
わ
せ

４月
から

これまで伊吹地域で実施してきた「バス無料乗車券交付事業」は、平

成19年３月31日をもって終了します。この制度の廃止に伴う新たな福

祉交通施策として、４月から高齢者・障がい者向けの市公共交通乗車助

成事業を市全域で実施する予定です。制度の概要は次のとおりです。

くわしくは社会福祉課までお問い合わせください。

１　湖国バスが発行している高齢者向け特別定期券「小判手形」の購入
に対し、半額助成を行います。

（１）「小判手形」をお持ちの方は、近江鉄道バス・湖国バスであれば、
どこまで乗車されても、一乗車１００円で利用できます。

＊滋賀県内の路線で利用できます（一部の路線を除く）。
＊市内で運行するコミュニティバス・カモンバスでも利用できます。

（２）新規で購入する場合には、健康保険証などの身分証明書が必要です。
（３）「小判手形」の通用期間および運賃、市助成額（予定）は次のとお

りです。

２　らくらくタクシー「まいちゃん号」回数券の購入に対し、助成を行います。
「まいちゃん号」回数券への市助成額（予定）は次のとおりです。

１　湖国バスが発行している普通回数券の購入に対し、半額助成を行います。
普通回数券への市助成額（予定）は次のとおりです。

２　らくらくタクシー「まいちゃん号」回数券の購入に対し、助成を行います。
「まいちゃん号」回数券への市助成額（予定）は次のとおりです。

70歳以上高齢者の方

▲70歳以上の方には
小判手形購入の半額を助成

回数券（11枚綴） 1冊3,000円のうち市補助額1,000円

市補助額　　 1,000円　　2,500円　　4,500円

料　　金　　　　 2,000円　　5,000円　　9,000円
通用期間　　　 1ヶ月　　　 3ヶ月　　　 6ヶ月

普通回数券　　　1冊1,000円～5,000円のうち市補助額500円～2,500円

回数券（11枚綴） 1冊1,500円のうち市補助額500円

※ 「小判手形」は、バス会社の営業所のほか　
市役所各庁舎、各行政サービスセンター
でも販売を予定しています。

お問い合わせ　健康福祉部 社会福祉課（山東庁舎） 1５５－８１０２　5５５－２４０６

（身体・療育・精神の障がい者手帳をお持ちの方）
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『
米
原
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
』

全
市
域
で
整
備
が
完
了
！

米
原
市
全
域
の
情
報
基
盤
整
備
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
近
江
地
域
で
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
も
進
み
、
４
月
に
は
全

市
域
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
す
。

４
月
１
日
、
近
江
地
域
で
も
開
局

市政トピックス

昨
年
末
の
加
入
促
進
期
間
終
了
を
受
け

て
、
近
江
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入

率
は
、
お
よ
そ
７
割
と
な
り
、
米
原
市
全

体
で
は
77
％
の
世
帯
の
み
な
さ
ん
に
ご
加

入
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
近
江
地
域
で
は
４
月
開
局
に

向
け
、
急
ピ
ッ
チ
で
宅
内
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
情
報
発
信
や
情
報
共
有
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、

米
原
市
行
政
放
送
局
『
伊
吹
山
テ
レ
ビ
』

の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
加
入
促
進
期
間
中
に
お

申
込
を
い
た
だ
い
た
近
江
地
域
の
世
帯
の

う
ち
、
平
成
18
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

に
、
１
万
円
を
補
助
限
度
額
と
し
て
宅
内

工
事
費
の
１
／
２
を
補
助
し
ま
す
。
対
象

と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
個
別
に
ご
案
内
を

す
る
予
定
で
す
の
で
、
宅
内
工
事
費
の
領

収
書
を
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
加
入
に
伴
う
引
込
工
事
費
の
補

助
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
加
入
金
に
つ
き

ま
し
て
は
引
続
き
市
が
負
担
し
ま
す
の
で
、

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
（
全
市
域
対
象
）

は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
な
ど
の
補
助
を
受
け
、
平
成
18

年
４
月
か
ら
Ｊ
R
東
海
が
進
め
て
い

ま
し
た
東
海
道
新
幹
線
米
原
駅
下
り

ホ
ー
ム
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成

し
、
２
月
24
日
（
土
）
か
ら
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
快
適

な
米
原
駅
を
目
指
し
て
、
引
き
続

き
東
西
自
由
通
路
整
備
、
駅
舎
橋

上
化
お
よ
び
駅
前
広
場
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
工
事
期

間
中
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成
！

新
幹
線
米
原
駅
下
り
ホ
ー
ム
に

お問い合わせ　政策推進部　情報政策課（米原庁舎）1５２－６６２７　5５２－５１９５　　（株）ZTV 1０１２０－２２２－５０５

お問い合わせ　都市整備部　米原駅周辺整備課（米原庁舎）1５２－６７８３　5５２－５１９５

A

B

C

D

文字放送 

動画放送 

動画放送 

文字放送 

00分 

30分 

15分 45分 

市民みんなで作る情報番組

伊吹山テレビ
4月から市内全域で開局！

『伊吹山テレビ』はこんな番組です。

※動画放送番組は毎週金曜日に更新します。
※文字放送は随時更新します。
※動画放送の内容により終了時間が前後する
場合があります。

毎
日午
前5時

から翌午前1時まで

放送時間は 

1時間番組を 
繰り返し放送中 

毎週、金曜日に更新される伊吹山テレビの番組

表を市の公式サイトに掲載し、各コーナーの番組

開始時間や放送内容などを紹介しています。

過去の放送履歴も確認できますのでぜひご活用

ください。

市の公式サイト　http://www.city.maibara.shiga.jp/s新着情報s今週の伊吹山テレビ

ウェブサイトで、番組内容をチェック

2月24日（土）から使用可能に！

5ch
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宝くじの受託事業収入を財源とする
各種助成事業は、あらゆるまちづくり
活動に役立てられています。平成１８
年度に米原市内で宝くじ助成を受けた
事業を紹介します。

コミュニティ組織（自治会）の活動に
必要な施設の整備や緑化推進活動、自主
防災組織の育成など、地域活動を行うた
めに必要な事業に対して助成されるもの
です。平成18年度は、７地区で備品の
購入や公園整備などが行われました。

コミュニティ助成事業

▲ 梓区　アンプ・スピーカー

▲ 多良区　公園整備

▲ 上平寺区　除雪機

▲ 西円寺区　自主防災機器 ▲ 宇賀野区　公園整備

お問い合わせ　政策推進部 総合政策課（米原庁舎）1５２－６６２６　5５２－５１９５

自治会名

宇賀野区

多良区

梓区

レイクサイド
宇賀野区

上平寺区

西円寺区

多和田区

助成事業内訳

緑化コミュニティ

緑化コミュニティ

一般コミュニティ

一般コミュニティ

一般コミュニティ

自主防災組織育成

一般コミュニティ

助成決定額

１２０万円

２００万円

１５０万円

１００万円

１２０万円

１４０万円

１６０万円

事　業　内　容

公園整備（中低木植栽、花壇整備、物置、散水用ポンプ）

公園整備（高木植栽、中低木植栽、花壇客土）

公民館活動備品整備（掲示板、パイプテント、ワイヤレス

メガホン、アンプ、スピーカー等）

防犯灯１０基、物置３基

除雪機１台

自主防災機器（携帯用無線機、エンジンカッター、担架、
防塵マスク、簡易ベッド、発電機、投光器、強力ライﾄ等）

子ども神輿１基、防犯灯１基



このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

3月 
伊吹山の西側の斜面には石灰岩が多くあり、この石灰岩の中から大昔の海中
生物であるフズリナやウミユリなどの化石が出土しています。石灰岩は、長い
間に海中の生物の死がいが積もってできた堆積岩です。これは伊吹山が海底の
隆起によってできた山だということを表しています。滋賀県一の高さの伊吹山
が海底にあったなんて自然の力って本当にすごいものですね。
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31

平成19年米原市議会第１回定例会一般質問［山東庁舎］（9時30分～）
心配ごと総合相談[近江やすらぎハウス]（10時～12時）
心の教育相談［ジョイいぶき］（9時～12時）

心配ごと総合相談[三島荘(池下）]（10時～12時）

おはなし会［山東図書館］（14時～）

心配ごと総合相談［伊吹健康プラザ愛らんど］（10時～12時）

椙本春美絵画作品展［醒井水の宿駅］（～4月24日）

■図書館の休館日
…山東図書館・近江図書館
毎週月曜日と第４木曜日

■問 山東図書館 155－4554
近江図書館 152－5246

『戦国馬飼物語』
もりたなるお／著
新人物往来社

優秀な戦馬を育てることに命
を懸けた武蔵国小川牧の多七。
彼が手塩にかけた連銭葦毛を愛
馬とした上杉謙信は、武田信玄
と雌雄を決するため川中島へ
…。馬を通して描く異色の戦国
合戦譚！

『母から娘伝える昭和のレシピ』
松原
ま つ ば ら

惇子
じ ゅ ん こ

／著　
松原
ま つ ば ら

可祢子
か ね こ

／料理
リヨン社 二見書房

毎日の食卓が楽しければ家庭
円満、人生も楽しい。幸せにな
るのは簡単。それを母から教わ
った。家庭に脈々と受け継がれ
てきた味、著者の81歳になる母
のレシピを紹介。

大昔は海底にあった伊吹山

青少年育成講演会[ジョイいぶき]（13時30分～）
おはなし会［ジョイいぶき］（10時～）

みんなで遊ぼう！公民館すごろく展[米原公民館]（～31日）
おはなし会［山東図書館］（14時～）

平成19年米原市議会第1回定例会代表質問
[山東庁舎]（9時30分～）

親子でフィットネス[ジョイいぶき]（10時～）

掲載の新刊図書は、市内
のすべての図書館（室）
で借りることができます。

平成19年米原市議会第１回定例会一般質問［山東庁舎］（9時30分～）
子育てふれあいサロン［ジョイいぶき］（9時30分～）
心の教育相談［近江公民館］（9時～12時）
心の教育相談［旧米原小学校（米原）］（14時～17時）
おはなし会［近江図書館］（16時～）

小野信吾｢鉛筆スケッチ画教室｣展[醒井水の宿駅](～27日)
心の教育相談［勤労青少年ホーム（志賀谷）］（9時～12時）

みんなが主役のまちづくりフォーラム[近江公民館]（13時～）
ライブラリーコンサート［近江図書館］（14時～）

心の教育相談［勤労青少年ホーム（志賀谷）］（9時～12時）
心の教育相談［近江公民館］（14時～17時）
おはなし会［近江図書館］（11時～）

心の教育相談［近江公民館］（9時～12時）
心の教育相談［旧米原小学校（米原）］（14時～17時）

平成19年米原市議会第１回定例会　閉会日［山東庁舎］（9時30分～）
心配ごと総合相談[米原地域福祉センター]（10時～12時）
心の教育相談［ジョイいぶき］（9時～12時）

心の教育相談［勤労青少年ホーム（志賀谷）］（9時～12時）
心の教育相談［近江公民館］（14時～17時）
おはなし会［米原公民館］（10時～）

カモンカンパニー演劇企画　｢２００７カモカン版咲子｣
[ルッチプラザ]（15時～）

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

ポップアップ絵本展［山東図書館］（～31日）

▼ ウミユリの茎の化石（伊吹山頂）



４月２２日（日） 14：00～16：00頃　　山東健康福祉センター　・母子健康手帳　・赤ちゃん手帳　・筆記用具

母子健康手帳の交付・妊婦相談
母子健康手帳は、健康づくり課・山東健康福祉センター・近江保健センター・米原保健センター・米原げんきステーショ

ンで交付しています。妊娠中の心配ごとや、わからないことなどお気軽にご相談ください。

すくすくホットライン　155 ― 8105（内線164/受付8:30～17:15）
妊娠・出産・育児などに関するご相談、お問い合わせは、“すくすくホットライン”までお気軽にお電話ください。

乳幼児健康診査　
健診名（対象のお子さん）

４か月児健診

（平成１８年１１月生まれ）

１０か月児健診

（平成１８年６月生まれ）

１歳６か月児健診

（平成１７年８月生まれ）

２歳６か月児歯科健診

（平成１６年９月生まれ）

３歳６か月児健診

（平成１５年９月生まれ）

４月 ６日（金）

４月１３日（金）

４月１７日（火）

４月１９日（木）

４月１２日（木）

13：30～14：00
(BCGは13:00～13:15)

13：00～13：30

13：00～14：00

9：30～10：30

13：00～14：00

米原げんき
ステーション

・母子健康手帳
・赤ちゃん手帳・バスタオル

・母子健康手帳・赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシとコップ・バスタオル

・母子健康手帳
・赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシ・コップ

・母子健康手帳、赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシとコップ
・子どもの尿（容器にとったもの）

山東健康
福祉センター

実 施 日 受付時間 健診会場 持 ち も の

＊いずれも全市域を対象に毎月１回実施します。
＊４ヵ月児健診はBCG接種も実施します。
＊赤ちゃん手帳の中の問診票(対象月)を子どもさんの様子をみながら記入してきてください。

子育てサロン　＊プレイルームを開放します。
広　　場 実　施　日 時　間 場　　所 対　　象

赤ちゃん広場

ちびっ子広場

４月　４日（水)

４月２７日（金）

４月１８日（水）

４月２５日（水）

伊吹保健センター

近江保健センター

伊吹保健センター

近江保健センター

お子さんとその保護者

おもに1歳未満のお子さんとその保護者
9：30

～12：00

日時：3月15日（木）午後１時30分～　　　　　　場所：六荘公民館（長浜市勝町４９０）
講師：雨森医院　雨森正洋先生　　　　　　　　　
内容：「かんじんかなめ」とは、特に大切なこと、重要なことを意味する慣用句ですが、肝腎要もしくは肝心要と書か
れて、いずれにしても「肝」という文字が使われます。体にとって重要な臓器である肝臓が人体ではたす役割や、肝臓
にまつわる講演です。（下戸はなぜお酒が飲めないのか？健康食品による肝不全、肝炎ウイルスの予防など）

健康教室「肝臓の病気について」

育児相談　 ＊時間はいずれも10：00～11：30です。

実 施 日 会　　場 内　　　　　容

４月 ４日（水）

４月１８日（水）

４月２７日（金）

伊吹保健センター

近江保健センター

・子どもの成長・発達・食事など、育児についての相談をお受けします。身
体計測も行います。
・育児不安、ストレス等でお悩みの方もご相談ください。

※離乳食教室はなくなり、育児相談で、離乳食についての相談も行います。

両親学級　＊全市域を対象に3か月に1回開催しています。ご家族や、お一人での参加もしていただけます。
実施日 時　　 間 会　　 場 持 ち も の



予防接種
【BCG】月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。（予約不要）

＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応について
よく理解したうえで接種してください。

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

種　類 実 施 日 受付時間 場　　所 対　　象 持ちもの・その他

BCG

ポリオ

（秋期）

10月 ６日（金）

10月16日（月）

10月20日（金）

13:00～13:15

13:30～14:20
米原げんき
ステーション

３ヵ月～６ヵ月未満児
３ヵ月～7歳６ヵ月未満児で
まだ２回接種を受けていな
い児（1回目と2回目の間は、
6週間以上あけてください。）

予診票（赤ちゃん手帳内）に記入
のうえ、母子健康手帳、体温計と
ともにご持参ください。

歯に関すること

歯 科 健 診 実 施 日 受付時間・場所 持ちもの

１歳児歯科健診

２歳～６歳児歯科健診 誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください。

４月 ５日（木）
４月12日（木）

14:00～15:30
14:00～15:30

・母子健康手帳
・子どもの歯ブラシと
コップ

１歳から６歳までのお子さんの誕生月に、歯科健診と歯科指導が母子ともに無料で受けられます。

― 母と子の強い歯をつくろう運動（主催：湖北歯科医師会）―

健診などに関するお問い合わせ　健康福祉部 健康づくり課（山東庁舎） 155－8105 555－8130

三種混合第１期初回の３回接種については、必ず3～８週間の接種間隔で接種してください。子どもの体調に合わせて接種スケジ
ュールをたてましょう。
接種が完了済かどうかわからない場合などは、主治医または健康づくり課にご相談ください。

三種混合予防接種について

４月からの入園入学に備え、必要な予防接種を済ませて病気を防ぎましょう。
特に、４月に小学校に入学されるお子さんで、平成１８年４月以降、麻しん・風しんの予防接種を受けていない方は、ぜひこの機

会に受けてください。

３／１～３／７は子ども予防接種週間です！

予防接種

予 防 接 種 実 施 日 受付時間 場　　所 対　　象

３か月～６か月未満児

持ちもの・その他

BCG ４月６日（金）
13：00～

13：15
米原げんき
ステーション

予診票（赤ちゃん手帳内）に記
入して、母子健康手帳、体温計
とともにご持参ください。

３か月～7歳６か月未満児で
まだ2回接種を受けていない
児（1回目と2回目の間は、
6週間以上あけて下さい。）

ポリオ

４月10日（火）

４月18日（水）

４月25日（水）

13：00～
14：20

山東健康福祉センター

米原げんきステーション

山東健康福祉センター

＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応についてよく理解したうえで接種してください。
＊診察前の体温は会場で測定してください。
＊薬を使用している方は、服薬手帳や薬の説明書など、服薬内容のわかるものを持参してください。

【BCG】月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。（予約不要）

＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応についてよく理解したうえで接種してください。

●対象年齢　第１期：生後12月以上24月未満
第２期：５歳以上7歳未満で小学校就学前　（平成１８年度対象）平成12年4月2日～平成13年4月1日生まれ

※平成18年３月31日までに、麻しん予防接種及び風しん予防接種を済ませている方も新たに対象となります。

＊麻しんまたは風しんのいずれかにかかったことがある場合は、対象年齢に該当していても麻しん風しん混合ワクチンを接種するこ
とができません。その場合、麻しんまたは風しんのいずれかかかっていない方の単独ワクチンを接種することになります。

麻しん 風しん 混合ワクチンの接種方法が変わりました！

●対象者　　①生後２４月（２歳）から９０月（７歳６か月）に至るまでの間にある方で、麻しんおよび風しんに係る予防接種で、
これから接種しようとする方
②平成１８年４月１日以降に、任意接種として麻しんおよび風しんに係る予防接種を受けた方

●申請方法　①に該当する場合　予防接種を受ける前に申請手続きをしてから医療機関で接種してください。
②に該当する場合　接種したときの「予診票の写し」と「領収書」を持参して、申請手続きをしてください。

●申請窓口　① ②とも、健康づくり課または最寄りの保健センター・健康福祉センターへ

任意接種された方の補助金申請は平成１９年３月１５日（木）までにお願いします

今年度の第２期の対象者となる方は、
平成19年３月31日までに接種してください。

湖北医師会館
高月町保健センター



３月のおはなし会 ３月のおはなし会 

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

米原市内では未就園児家庭を対象に

さまざまな子育て支援活動を行っ

ています。子どもたちの健やかな成

長と、楽しい育児を応援しています。

みなさん、ぜひ遊びに来てください。

子育て支援センターあゆっこ
米原市立米原中保育園内

〒521-0016 米原市下多良146－１　　
152－1114 552－5131

米原市子どもサポートセンター
〒521-0242 米原市長岡1２０６

市役所山東庁舎２Ｆ　　
155－8112 555－4040

子育て支援センター寺子屋
長岡保育園内　〒521-0242 米原市長岡1167－4 

155－0061 555－8222
http://www.nagaokahoikuen.com

Qあゆっこ開放　毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
気軽に遊びに来ていただけるお部屋です。

Q園庭開放　月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある、遊具や砂場で遊びませんか？

Q育児電話相談　152－1114
毎週月曜日　13時～16時30分
相談員が応じます。一人で悩まず、まず、誰かに話してみて…。

Q園庭開放 毎週月～土曜日 10時～11時30分
遊具がたくさんあります。おうちの人と遊びに来てね。

Q育児電話相談　155－0061
毎週月～金曜日 10時～17時
ひとりで悩まないで！
保育士が相談に応じます。

４月の園開放　楽しい行事にいっしょに参加してね。

実施日時

４月１４日（土）

４月２１日（土）

４月２８日（土）

活動内容 時　間

話したい事、やりたい事
ワイワイ ガヤガヤ
たのしく遊ぼう！！

★お天気がよければ近くへ
春さがしに出かけます。

こいのぼりを作ろう！
持ち物　10ヶ入りのたまごの

空パック（２パック）

４月のめばえ活動 ぽかぽ春を感じながら、親子で遊ぼう！
～おもちゃや公園で遊ぼう！～

★めばえとは…生後～２歳児（Ｈ16.４.２～Ｈ17.４.１生まれ）
の未就園児親子を対象にした親子活動です。

会　　　場
醒 井 公 民 館
東番場児童公園
（雨天：東番場会館）
入 江 公 民 館
下丹生公民館
南三吉会議所
米原区公民館

時　　　間

10時～11時30分
（受付 9時50分～）

と　き
３日（土）10時～
４日（日）14時～
７日（水）16時～
15日（木）11時～
18日（日）14時～
23日（金）10時～　

■図書館の休館日…山東図書館・近江図書館
毎週月曜日と第４木曜日

■問 山東図書館　1５５－４５５４
近江図書館　1５２－５２４６

いずれも予約不要、入場無料！お気軽にお越しください。

掲載の児童書は、市内のすべての図書館（室）で
借りることができます。

『おやつのケーキはひとつだけ？』
鈴木まもる（すずきまもる）え　　　　　
竹下文子（たけしたふみこ）さく
ポプラ社　　　　　　　　　　　　　　　　
（こんにちは！えほん 17 こねこのき・も・ち）

2匹のこねこが仲良くおやつの時間…の

はずなのに！ケーキはたったの１つだなん

て！ママ、パパ、そんなのってある～？ケ

ーキをめぐり、勝負をすることにした２匹

ですが…。

ところ
伊吹薬草の里文化センター図書室
山東図書館 おはなし室
近江図書館　おはなしのへや
近江図書館　おはなしのへや
山東図書館 おはなし室
米原公民館図書室

実施日
４月１０日（火）

４月１３日（金）

４月１７日（火）
４月２０日（金）
４月２４日（火）
４月２７日（金）

市民交流プラザスタジオ
（ルッチプラザ）
リトミック講師
北村美佳氏

3月14日（水） 3月19日（月） 3月22日（木）

音楽療法士　森田英子氏

活動日

会　場

講　師

時　間
定　員
参加費
持ち物

10時～
11時30分

（受付 9時50分～）

●参加される時は、着替えと水筒を持ってきてください。

子育て講座⑦　“おやこでどれみ”
子育て中のみなさん！一緒に歌やリズム遊び・
音遊びを楽しみましょう

10:00～11:30（受付 9:40～）
未就園児とその保護者 30組程度 ※お申し込みは子どもサポートセンターまで
無　料（何回でも参加ＯＫです）
タオル　お茶（水筒）★動きやすい服装

高番コミュニティ
センター

柏原田園
交流センター
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ルッチ大学公開講座
講師に湯布院から中谷

な か や

健太郎
け ん た ろ う

さん（1／14）
全国から注目を浴びる温泉や観光で人気のまち湯布院で、地域の魅
力あふれる催しや湯布院の情報発信運動を次々に展開し、“地域改革
の仕掛け人”ともいわれる中谷健太郎さんを講師にお招きし、ルッチ
大学の公開講座がおこなわれました。
私たちのまちと同じく合併し、由布市となった湯布院町。合併して

すべてをリセットするのではなく、古くから脈々と受け継がれてきた
地域の伝統や持ち味を大切に、新しくひとつのまちになった地域と地域がつながることから、また新たなまちづ
くりの歴史を紡いでいけるのではないか、など今後のまちづくりへのヒントをたくさん聞くことができました。

「地域活動に役立てて」
米原商工会米原支部が
地元に200万円を寄贈（１／20）

米原商工会米原支部は、合併に伴う商工会の再編と同時に解散と
なるため、明治時代からの積立金約200万円を地元の米原学区にあ
る12の区に分配し、贈呈しました。
米原支部は「地元に支えられた商いだから地元のみなさんに還元

したい」と、贈呈式に集まった区長一人ひとりに贈呈金を手渡しました。
現在、市内にある４つの商工会は、今年4月1日に米原市商工会として生まれ変わります。

梅の香に春を感じてみませんか？
「盆梅展・蘭展」はじまる（1／20）
今回で25回目を迎える鴨の里盆梅展は、盆梅愛好家およそ30人が

中心となり、丹精込めて育て上げた盆梅をより多くの人に観賞してい
ただこうと、一堂に持ち寄り開催し
たのがはじまりです。暖冬の今年は
例年より開花が早いそうですが、グ
リーンパーク山東にある会場には推
定樹齢300年の老木を含め、およそ300鉢の中から、厳選された盆梅が常に
見ごろの状態で展示されています。
会場に足を踏み入れたとたん、梅の香が来場者を迎えてくれます。みな

さんもぜひ足を運んでみてください。

あまんぼうから生まれた「あまん棒」
日光寺であまんぼうの

加工品づくり（2／11）
日光寺のあまんぼう保存会「サンワークス」のみなさんによるあまんぼ

うを用いた加工品づくりが行われました。あまんぼうは日光寺に伝わる甘
味の強い干し柿のことで、この冬につくられたあまんぼうを果実酒などに
漬け、ゆずを巻き込み、竹の皮で包み、荒縄で硬くしばって棒状に加工し
た新作「あまん棒」ができあがりました。
サンワークスでは地域に受け継がれてきた味と技術を後世にも伝え残し

ていくこと、そして地域の特産を広くアピールしていきたいと新商品開発
にも力を入れておられます。
あまんぼうは市内のお菓子屋さんなどでも羊かんの材料などとして使わ

れ、「お茶うけに最適」と人気を呼んでいるとのことです。

開催は3月11日（日）まで 問 グリーンパーク山東（155－3751／555－3785）へ
※醒井水の宿駅でも3月4日（日）までしだれ盆梅展を開催中。

鴨の里

こ

盆梅展・蘭展
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病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
周
囲
の

人
か
ら
の
や
さ
し
い
こ
と
ば
や
励
ま
し

は
何
よ
り
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
や
エ
イ
ズ
、

ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感
染
症
に
つ
い
て

は
、
そ
の
病
気
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
の
不
足
か
ら
、
患
者
や
感
染
者
、

そ
の
家
族
に
対
す
る
差
別
意
識
や
、
偏

見
が
生
ま
れ
、
日
常
生
活
で
の
嫌
が
ら

せ
な
ど
の
人
権
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
患
者
の
人
権
問
題
を
解

決
す
る
に
は
、
ま
ず
は
そ
の
病
気
が
ど

の
よ
う
な
も
の
か
を
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
る
慢

性
の
感
染
症
で
す
。
感
染
力
は
非
常
に

弱
く
、
成
人
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
感
染

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
感

染
し
て
も
発
病
す
る
こ
と
は
稀ま

れ

で
す
。

ま
た
、
現
在
で
は
治
療
も
確
立
さ
れ
て

お
り
、
早
期
に
診
断
さ
れ
、
適
切
に
治

療
さ
れ
る
と
後
遺
症
も
な
く
治
癒ゆ

し
ま

す
。
し
か
し
以
前
は
、
外
見
上
の
後
遺

症
が
残
る
こ
と
や
、
伝
染
病
あ
る
い
は

遺
伝
病
と
の
思
い
込
み
か
ら
恐
ろ
し
い

不
治
の
病
と
考
え
ら
れ
、「
ら
い
予
防

法
」
に
よ
り
間
違
っ
た
形
で
強
制
隔
離

政
策
が
と
ら
れ
る
な
ど
、
患
者
は
も
ち

ろ
ん
そ
の
家
族
ま
で
が
差
別
や
偏
見
を

受
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
15
年
11
月
に
起
き
た
熊
本
県
内

の
ホ
テ
ル
で
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
に
対
す
る
宿
泊
拒
否
事
件
は
、
今

な
お
誤
っ
た
認
識
や
偏
見
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
は
、
進
行
性
の
免
疫

機
能
障
害
を
特
徴
と
す
る
疾
患
で
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。

感
染
経
路
は
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

ハ
ン
セ
ン
病
と
同
様
に
感
染
力
も
非
常

に
弱
い
た
め
、
学
校
・
職
場
・
家
庭
な

ど
で
の
日
常
生
活
で
は
感
染
し
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
エ
イ
ズ
に
関

す
る
誤
っ
た
知
識
で
、
多
く
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
は
職
場
や
社
会

で
の
差
別
や
偏
見
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

す
。
感
染
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
尊
厳

は
決
し
て
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
患
者
や
感
染
者
を
好
奇
の
目
で
見

た
り
、
逆
に
自
分
に
は
関
係
な
い
こ
と

と
し
て
全
く
無
理
解
・
無
関
心
の

ま
ま
で
は
差
別
や
偏
見
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
。

患
者
・
感
染
者
と
そ
の
家
族
は
、

病
気
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
差
別

や
偏
見
と
も
闘
っ
て
い
る
の
で
す
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
社
会
づ
く
り
に
は
、
私
た

ち
自
身
が
誤
っ
た
情
報
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
病
気
に
対
し
て

正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
患

者
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
冷
静
か

つ
、
暖
か
い
思
い
や
り
の
心
で
接

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
の
社
会
に
は
、
こ
の
よ
う
な

病
気
だ
け
で
な
く
、
人
種
、
年
齢
、

障
が
い
、
性
別
な
ど
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
差
別
や
偏
見
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
人
権
を
め
ぐ
る
様
々
な

問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
尊
重
の

精
神
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
私
た
ち
に
何
が
で
き

る
の
か
、
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

シリーズ 

Vol.19

お問い合わせ　総務部　人権協働課（米原庁舎） 1５２―６６２９　5５２―４５３９

〜
エ
イ
ズ
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
と
は
〜

人
権
尊
重
の
精
神
と

思
い
や
り
の
心
を
持
と
う

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
人
権
に
関
す
る
問
題
や
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

『
人
権
』
は
み
な
さ
ん
の
生
活
に
お
い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
最
も

尊
重
さ
れ
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
ま
ず
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題

を
考
え
、
そ
れ
に
気
づ
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

を
考
え
よ
う〜

患
者
の
人
権
〜

〜
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
〜
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米
原
市
内
の
事
業
所
で
近
頃
、「
え
せ
同
和
行

為
」
の
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
同
和
関
係
者
を
名
乗
る
者
が
、

「
記
念
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
購
入

し
ま
せ
ん
か
。」
と
持
ち
か
け
、
担
当
者
の
方
が

「
人
権
に
関
す
る
書
籍
は
市
の
人
権
協
働
課
を
通

じ
て
購
入
す
る
の
で
、
い
り
ま
せ
ん
。」
と
断
る

と
、
横
柄
な
態
度
で
「
そ
の
よ
う
に
人
権
協
働
課

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
か
。」
と
言
い
、
電
話
を

切
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、「
同
和
・
部
落
は
怖
い
」

と
い
う
誤
っ
た
差
別
意
識
や
偏
見
を
悪
利
用
し
、

不
当
に
高
額
な
書
籍
等
を
強
引
に
購
入
さ
せ
る
と

い
う
悪
質
な
行
為
で
す
。
真
に
同
和
問
題
の
解
決

を
目
指
す
団
体
が
行
う
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
悪

質
な
民
間
事
業
者
で
あ
っ
た
り
、
反
社
会
的
な
団

体
や
組
織
が
自
ら
の
資
金
源
確
保
の
た
め
に
行
う

と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
奈
良
県
等
で
部
落
解
放
同
盟
と
行
政
と

の
不
透
明
な
利
権
構
造
に
関
す
る
事
案
が
報
道
さ

れ
、
こ
の
結
果
同
和
問
題
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
っ
た
り
、
従
来
か
ら
の
偏

見
を
増
幅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
案
は
部
落
解
放
同
盟
の
組

織
全
体
の
問
題
で
は
な
く
、
ま
た
部
落
解
放
に
関

わ
る
団
体
は
不
当
で
不
正
な
行
為
を
行
う
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
、
部
落
差
別
を
受
け
て
苦
し
ん
で
こ
ら

れ
た
方
々
に
対
す
る
予
断
・
偏
見
は
誤
り
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
え
せ
同
和
」
行
為
は
同
和
問
題
の
正
し
い
理

解
を
ゆ
が
め
、
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る
卑
劣
で

悪
質
な
行
為
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
案
に
遭
遇
さ

れ
た
場
合
（
電
話
、
直
接
勧
誘
な
ど
）
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
「
絶
対
に
応
じ
な
い
」「
断
固
と
し
て
断
る
」

と
い
う
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
可
能
な

限
り
相
手
方
の
名
前
、
連
絡
先
を
確
認
し
、
市
役

所
人
権
協
働
課
も
し
く
は
商
工
観
光
課
、
消
費
者

相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
一
報
、
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ

う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
相
手
方
が
脅
迫
等
の
違
法
行
為
を
と
る
場

合
に
は
、
最
寄
の
警
察
署
・
駐
在
所
に
す
ぐ
さ
ま

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
協
働
課
　
　
　
　
　
1
５
２
―
６
６
２
９
　

商
工
観
光
課
　
　
　
　
　
1
５
８
―
２
２
２
７

消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
　
1
５
２
―
８
０
８
８

人権啓発ポスター　小学校の部最優秀賞　　　米原小学校５年　古瀬
ふるせ

真由
ま ゆ

さん

え
せ
同
和
行
為
に

え
せ
同
和
行
為
に 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
ご
注
意
く
だ
さ
い 

え
せ
同
和
行
為
に 

　
ご
注
意
く
だ
さ
い 
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「
め
ざ
せ
現
役
・
１
世
紀
」

う
つ
を
予
防
し
よ
う

皆
さ
ん
は
、「
う
つ
病
」
と
聞
い
て
、

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
？

例
え
ば
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
気
分
が

落
ち
込
ん
だ
り
、
食
欲
が
な
く
な
っ
た
り
、

物
事
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た

経
験
は
だ
れ
に
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

い
つ
の
間
に
か
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

こ
う
し
た
気
分
の
落
ち
込
み
の
状
態
が
い

つ
ま
で
も
続
き
、
な
か
な
か
回
復
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
う
つ
状
態
（
う
つ
病
）
な
の
で

す
。
う
つ
病
に
関
し
て
「
ま
さ
か
自
分
が
」

「
あ
の
人
に
限
っ
て
」
と
い
う
先
入
観
は

禁
物
で
す
。
ま
た
だ
れ
で
も
が
か
か
り
う

る
一
般
的
な
病
気
な
の
で
す
。

特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
配
偶
者
や
友

人
な
ど
の
大
切
な
人
と
の
死
別
、
身
体
的

な
衰
え
や
病
気
な
ど
か
ら
社
会
や
家
庭
で

の
役
割
が
な
く
な
る
な
ど
の
、
喪
失
感
を

抱
き
や
す
い
出
来
事
が
多
い
た
め
、
う
つ

病
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
う
つ
病
は
最
悪
の
場
合
、
自
殺

に
い
た
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
過
去
の
デ

ー
タ
を
み
る
と
、
平
成
９
年
の
全
国
の
自

殺
者
数
は
約
２
万
４
千
人
で
し
た
が
、
平

成
10
年
に
は
３
万
人
を
越
え
、
平
成
18
年

ま
で
３
万
２
千
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
60
歳
以
上
の
方
の
自
殺
者

が
全
体
の
約
34
％
を
占
め
て
お
り
、「
う
つ

病
」
は
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
消
極

的
に
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
特
に
高
齢
者

に
お
い
て
は
他
の
病
気
の
悪
化
、
筋
力
低

下
や
閉
じ
こ
も
り
、
寝
た
き
り
な
ど
を
招

く
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
、
放

っ
て
お
く
と
最
悪
の
事
態
に
至
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
予
防
す
る
た
め
に

も
、
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

「
う
つ
病
」
に

な
り
や
す
い
高
齢
者

う
つ
病
の
症
状

〈
心
の
不
調
〉

憂
う
つ
な
気
分
（
悲
し
い
・
涙
が
出

る
・
い
ら
い
ら
す
る
）

興
味
・
関
心
が
な
く
な
り
、
楽
し
く
な

い自
分
を
責
め
、
自
分
は
価
値
が
な
い
と

感
じ
る

思
考
力
・
集
中
力
・
記
憶
力
の
低
下

死
に
つ
い
て
考
え
る

〈
か
ら
だ
の
不
調
〉

眠
れ
な
い
、
早
く
に
目
が
覚
め
る

食
欲
が
わ
か
な
い
、
体
重
が
減
る

か
ら
だ
が
動
き
に
く

い
、
落
ち
着
か
な
い

疲
れ
や
す
い

頭
痛
、
胃
痛
、
下

痢
ま
た
は
便
秘
、

肩
こ
り
な
ど

高
齢
者
の
う
つ
病
の
特
徴

★
か
ら
だ
の
不
調
が
訴
え
と
し
て
出
や
す

い
た
め
、
う
つ
病
が
疑
わ
れ
に
く
い
。

★
認
知
症
と
共
通
し
た
症
状
で
あ
る
物
忘

れ
が
み
ら
れ
る
た
め
、
認
知
症
と
間
違

わ
れ
や
す
い
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
い
ざ

と
い
う
と
き
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん

の
国
保
税
な
ど
で
成
り
立
つ
助
け
合
い

の
制
度
で
、
米
原
市
で
は
人
口
の
35
％

に
あ
た
る
約
１
万
４
千
人
の
方
が
加
入

さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
時
の
国
保
税
に
つ
い
て
の
調
整

方
針
で
は
、
合
併
前
の
旧
町
の
税
率
に

差
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
旧
町
単
位

で
税
率
の
異
な
る
不
均
一
課
税
を
実
施

し
、
旧
町
の
税
率
を
段
階
的
に
調
整
し
、

平
成
20
年
度
に
税
率
を
統
一
す
る
。
」

と
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
に
引
き

続
き
、
平
成
19
年
度
に
お
い
て
も
、
こ

の
調
整
方
針
に
基
づ
き
、
税
率
の
調
整

を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
各
種
健
康
教
室
や

健
康
診
査
な
ど
総
合
的
な
保
健
事
業
を

進
め
る
と
と
も
に
、
未
納
者
対
策
に
一

層
努
力
し
、
み
な
さ
ん
が
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
は
助
け
合
い
の
制
度

税
率
を
平
成
20
年
度
に
統
一

医
療
費
を
大
切
に
!!

だ
れ
で
も
か
か
り
う
る

一
般
的
な
病
気
「
う
つ
病
」
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思
い
当
た
っ
た
ら医

療
機
関
へ

う
つ
病
は
時
間
と
と
も
に
自
然
に
治
る

と
か
、
自
分
で
努
力
し
て
治
せ
る
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
の
指
示
の
も
と
、

薬
物
療
法
と
十
分
な
休
養
、
専
門
家
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
う
つ
病
は
改
善
し
ま
す
。
苦

し
い
心
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、「
お
か

し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
、
医
療
機
関

で
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
に
と
っ
て
の
う
つ
病
予
防
は
、

高
齢
期
に
お
い
て
自
分
ら
し
く
い
き
い
き

と
生
き
、
生
涯
を
自
立
し
て
暮
ら
す
た
め

の
介
護
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
心
と
体
の

健
康
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
人
が

う
つ
病
に
な
っ
た

と
き
に
は

〈
と
っ
て
ほ
し
い
態
度
〉

聞
き
役
に
徹
し
、
安
心
感
を
与
え
る

相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
受
け
入
れ

る共
感
し
、
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
を
示
す

医
療
機
関
な
ど
へ
つ
き
そ
う

〈
と
っ
て
は
い
け
な
い
態
度
〉

話
を
途
中
で
さ
え
ぎ
る

批
判
や
評
価
を
す
る

「
頑
張
れ
」「
だ
め
」
な
ど
励
ま
し
た
り
、

し
か
っ
た
り
す
る

無
理
に
気
晴
ら
し
や
旅
行
に
誘
う

う
つ
病
に

な
ら
な
い
た
め
のヒ

ン
ト

①
つ
ら
い
気
持
ち
を
話
し
て
み
る

家
族
や
信
頼
で
き

る
友
人
な
ど
に
、
今

の
つ
ら
い
気
持
ち
を

話
し
て
み
ま
し
ょ
う

②
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

で
き
る
だ
け
決
ま

っ
た
時
間
の
寝
起
き

を
心
が
け
、
生
活
の

リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し

ょ
う

③
自
分
の
負
担
を
軽
く
す
る

仕
事
や
家
事
な
ど
は
、
と
り
あ
え
ず

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
け

を
処
理
す
る
よ
う
に
し
て
、
で
き
る
だ

け
自
分
の
負
担
を
軽
く
す
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う

④
十
分
に
休
養
す
る

外
出
が
と
て
も

つ
ら
い
と
き
に
は

無
理
せ
ず
、
慣
れ

親
し
ん
だ
場
所
、

自
分
が
落
ち
着
け

る
場
所
を
選
ん
で

気
分
転
換
を
し
ま

し
ょ
う

高齢者に関する総合相談窓口

地域包括支援センター
（山東庁舎　高齢福祉課内）
155－8103 555－8130

「地域包括支援センター」では、
主に次のような業務を行っています。
お気軽にご利用・ご相談ください。

介護保険の利用についての相談や
高齢者に関する心配ごとの相談な
ど
要支援認定者の介護予防ケアプラ
ンの作成など
成年後見制度の活用促進や虐

ぎゃく

待
の早期発見・防止。
地域のケアマネジャーの支援など

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
等
に
関
す
る
ご
意
見
、
提
言
等
を
い

た
だ
く
た
め
に
医
療
関
係
者
・
被
用
者

保
険
代
表
者
・
公
益
代
表
者
・
被
保
険

者
代
表
に
よ
る
米
原
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ

の
協
議
会
の
被
保
険
者
代
表
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数

４
人

任
　

期

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

活
動
内
容

概
ね
年
３
回
程
度
の
会
議

に
出
席
い
た
だ
き
ま
す
。

資
　
　
格

米
原
市
在
住
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
で
本
年
４

月
１
日
現
在
で
20
歳
以
上

締
め
切
り

３
月
20
日
（
火
）
必
着

申
し
込
み
方
法

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
「
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
に
応
募
」

と
記
入
の
う
え
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
を
明
記
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
部
医
療
保
険
課
（
近
江
庁
舎
）

〒
５
２
１-

８
６
０
１

米
原
市
顔
戸
４
８
８
番
地
３
　

1
５
２-

６
９
２
２
5
５
２-

８
７
３
０

E
メ
ー
ル

iryo
u
@
city.m

aib
ara.sh

iga.jp

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
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現
在
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

は
、
私
た
ち
人
類
に
便
利
で
快
適
な

暮
ら
し
を
提
供
し
ま
し
た
が
、
一
方

で
、
自
然
環
境
に
多
大
な
負
荷
を
与

え
、
そ
の
た
め
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

と
自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
人
類
の
生
存
そ
の
も

の
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性
さ
え
出
て

き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
大
量
生

産
、
大
量
消
費
、

大
量
廃
棄
の

20

世
紀
型
の
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
を
、

「
最
適
生
産
・
最

適
消
費
・
最
小
廃

棄
」
の
社
会
で
あ

る
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
へ
と
造

り
替
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

こ
う
し
た
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
て
は
、
事
業
者
、

消
費
者
、
行
政
等
、
全
て
の
主
体
が

自
主
的
、
積
極
的
な
環
境
へ
の
取
組

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
社
会
経
済
活
動
の
主
要
な

部
分
を
占
め
る
事
業
者
は
、
規
模
や

業
種
を
問
わ
ず
、
と
り
わ
け
積
極
的

な
取
組
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
、
こ
う
し

た
事
業
者
の
環
境
負
荷
低
減
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
２
０

０
４
年
に
環
境
省
が
策
定
し
た
、
取

り
組
み
の
あ
り
方
（
シ
ス
テ
ム
）
を

示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
事
業
活
動
等
で
あ
る
か
ど
う
か

を
審
査
資
格
の
あ
る
第
三
者
に
審

査
・
評
価
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
認

め
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
認
定
事
業
者
で
あ
る
と
い
う

証
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
制
度
が
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
定
登
録
制
度
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

当
N
P
O
法
人
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
地
域
事
務
局
び
わ
こ
は
、
こ
の
審

査
資
格
を
も
つ
第
三
者
機
関
と
し
て

認
定
登
録
審
査
等
を
行
う
と
と
も

に
、
滋
賀
県
を
中
心
と
し
た
地
域
事

務
局
と
し
て
、
事
業
者
の
認
定
登
録

に
向
け
た
環
境
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

お
手
伝
い
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２

０
０
５
年
４
月
に
開
局
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
夏
に
は
公
的
ス
ポ
ー
ツ

振
興
団
体
と
し
て
全
国
初
と
な
る
滋

賀
県
体
育
協
会

様
の
認
証
登
録
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

認
証
登
録
獲
得
率
全
国
第
１
位
に
輝

き
ま
し
た
。

近
年
、
環
境
問
題
の
深
刻
化
に
伴

い
、
事
業
者
の
環
境
問
題
に
対
す
る

考
え
方
は
、
よ
り
積
極
的
な
も
の
へ

と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
環
境

へ
の
取
組
を
従
来
の
「
社
会
貢
献
の

一
つ
」
と
い
う
位
置
付
け
か
ら
、

「
企
業
の
業
績
を
左
右
す
る
重
要
な

要
素
」
又
は
「
企
業
の
最
も
重
要
な

戦
略
の
一
つ
」
と
と
ら
え
て
事
業
活

動
の
中
に
明
確
に
位
置
付
け
て
い
く

動
き
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
こ
の
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
に
つ
い
て
注
目
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
今
後
も
、
地
球
の
未
来

エコアクション21地域事務局びわこ NPO DATA File.008
■事業内容
環境から地球の未来と事業者の発展を願うエコアクション21
環境経営システムの認証登録支援業務
■活動の拠点　米原市顔戸1313－9
■会員数　52人
■問い合わせ
1 53―0118
URL：http://www.eonet.ne.jp/̃odecom/
E-mail： ea21@mx.biwa.ne.jp

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
て

地
球
環
境
は

悪
化
の
一
途

と
事
業
者
の
発
展
に
結
び
つ
く
環
境
経

営
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構

築
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

N
P
O
法
人

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

地
域
事
務
局
び
わ
こ

期
待
さ
れ
る
事
業
者
の

環
境
取
組
と
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
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野
山
を
歩
く
に
は
も
っ
て
こ
い
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
内
の
石
の

塔
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

ど
れ
も
、
自
然
豊
か
な
山
中
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
か
ね
て
訪
ね
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
層
　
塔
】

松
尾

ま

つ

お

寺じ

九
重
塔

く
じ
ゅ
う
の
と
う

（
国
重
要
文
化
財
／
上
丹

生
）
は
、
養
鱒
場
背
後
の
山
中
、
松
尾
寺
の

境
内
に
あ
り
ま
す
。
高
さ
五
〇
九．

六
セ
ン

チ
、
材
質
は
花
崗
岩
で
塔
身
の
四
方
に
彫
ら

れ
た
仏
さ
ま
は
美
し
く
、
基
礎
部
分
三
方
に

は
、
花
瓶
に
挿
し
た
三
本
の
蓮
の
つ
ぼ
み
が

各
一
対
彫
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
永

ぶ
ん
え
い

七
年

（
一
二
七
〇
）
の
作
で
、
鎌
倉
時
代
を
代
表

す
る
名
品
で
す
。

八
坂

や

さ

か

神
社
九
重
塔
（
市
指
定
／
三
吉
）

は
、
神
社
境
内
脇
の
木
立
の
中
に
あ
り
ま

す
。
高
さ
三
九
四．

五
セ
ン
チ
、
各
層
の

笠
が
左
右
に
よ
く
伸
び
て
、
お
ち
つ
い
た

安
定
感
を
み
せ
ま
す
。
元
亨

げ
ん
き
ょ
う

三
年
（
一
三

二
三
）
の
作
で
、
北
近
江
に
お
け
る
鎌
倉

末
期
の
優
品
で
す
。

【
宝
篋
印
塔

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

】

塔
の
中
に
宝
篋
印
陀
羅
尼

だ

ら

に

経き
ょ
う

を
納
め
た

こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
石
塔
で
、
墓

碑
・
供
養
塔
と
し
て
五
輪
塔
と
と

も
に
各
地
で
流
行
し
ま
し
た
。
下

か
ら
基
壇

き

だ

ん

・
塔
身

と
う
し
ん

・
笠
・
相
輪

そ
う
り
ん

の

各
パ
ー
ツ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
坂
神
社
に
近
い
蓮
華
寺

れ

ん

げ

じ

（
番
場
）
に
は
、
鎌
刃
城
主

「
土
肥

ど

ひ

三
郎

さ
ぶ
ろ
う

元も
と

頼よ
り

」
の
墓
と
伝
え

ら
れ
る
大
型
の
宝
篋
印
塔
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
裏
山
に
は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
時

に
こ
の
地
で
自
害
し
た
北
条
仲
時
以
下
の

墓
石
と
さ
れ
る
数
百
基
の
一
石
五
輪
塔
が

整
然
と
並
ん
で
い
ま
す
。
光
明
院
（
志
賀

谷
）
に
あ
る
塔
は
大
原
氏
第
三
代
「
大
原

時
綱

と
き
つ
な

」
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
長
岡
の
ま
ち
な
か
に
た
た
ず
む
宝
篋

印
塔
は
、
京
極
氏
の
初
代
氏
信

う
じ
の
ぶ

の
三
男
で

長
岡
荘
を
与
え
ら
れ
、
長
岡
氏
を
称
し
た

「
京
極
満
信

み
つ
の
ぶ

」
の
墓
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
い
ず
れ
も
市
指
定
文
化
財
で
、
材
質

は
花
崗
岩
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
前

半
の
優
品
で
す
。

柏
原
の
山
中
・
猫
居
坂

ね
こ
お
り
ざ
か

に
は
、
鎌
倉
幕

府
打
倒
計
画
の
中
心
人
物
で
、
後
醍
醐
天

皇
の
近
臣
「
北
畠

き
た
ば
た
け

具
行

と
も
ゆ
き

卿
」
の
墓
（
国
史

跡
）
が
あ
り
ま
す
。
弘
安

こ
う
あ
ん

二
年
（
一
二
七

九
）
こ
の
地
で
斬
首
さ
れ
、
一
六
年
後
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
墓
石
は
、
市
内
で
は

珍
し
い
大
型
の
砂
岩
製
で
す
。
目
と
鼻
の

先
の
京
極
家
墓
所
（
国
史
跡
／
清
滝
）
は
、

上
下
段
に
歴
代
の
宝
篋
印
塔
や
石
廟

せ
き
び
ょ
う

が
整

然
と
配
置
さ
れ
、
大
名
家
の
墓
所
と
し
て

は
規
模
・
内
容
と
も
に
国
内
随
一
で
し
ょ

う
。
伊
吹
山
麓
の
平ひ

ら

野の

神
社
の
宝
篋
印
塔

（
市
指
定
／
弥
@
）
は
、
弥
@
百
坊
か
ら
下

ろ
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
す
ら
り
と
し

た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
逸
品
で
す
。

【
石
幢

せ
き
ど
う

・
板
碑

い

た

び

】

志
賀
谷
の
中
心
部
・
通
称
番
場
に
、
高

さ
約
二
一
八
セ
ン
チ
の
地
蔵
灯
篭
と
呼
ば

れ
て
い
る
花
崗
岩
製
で
六
角
形
の
石
幢

せ
き
ど
う

が

あ
り
ま
す
。

灯
篭
に
似
て
、
上
部
に
地
蔵
立
像
が
彫

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
ま
す

が
、
石
幢
は
鎌
倉
時
代
か
ら
の
供
養

く

よ

う

塔
婆

と

う

ば

で
、
本
品
は
貞
享

て
い
き
ょ
う

三
年
（
一
六
八
六
）
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
姉
川
上
流
の
曲
谷

ま
が
た
に

白

山
神
社
に

は
、
近
江

で
は
珍
し

い
大
型
の

板
碑

い

た

び

が
あ

り
ま
す
。

高
さ
約
一
五
三
cm
と
一
三
八
cm
の
頭
部

が
尖
っ
た
直
方
体
で
、
阿
弥
陀
坐
像
を
彫

り
込
む
鎌
倉
末
期
の
作
品
で
す
。
曲
谷
地

区
は
、
良
質
の
花
崗
岩
が
産
出
す
る
石
工

の
里
で
、
こ
の
地
の
歴
史
を
物
語
る
遺
品

で
す
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

春
の
野
山
で
石
塔
め
ぐ
り
―
指
定
文
化
財
よ
り
―

米
原
市
の
　
歴
史
・
文
化
財
　
を
歩
く
○25

米
原
市
は
石
造
建
造
物
の
宝
庫

▲八坂神社九重塔

▲ 白山神社板碑 ▲石幢

▲蓮華寺宝篋印塔
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実施日s3月8日(木)･22日(木)
19時まで延長

実施窓口s市役所各庁舎窓口
※毎月第2･第4木曜日(祝日の場合は前日
の水曜日)に延長窓口を開設しています。
《取り扱い業務》
・住民票･印鑑証明･戸籍証明の発行
・印鑑登録申請　
・税に関する証明書の発行
・税金の納付
・125cc以下のバイクの登録
・米原市ナンバー(旧町ナンバー含む）
の廃車申告
・臨時運行許可業務
■問 市 市民窓口課（近江庁舎）

1 52－6927 5 52－4539

税の口座振替は、あなたが指定された
預金口座から、納期の末日に税を自動引
き落としする納税制度です。平成19年度
第１期納税分から口座振替を利用される
方は３月末までにお申し込みください。
申込方法s預金通帳、届出印を持参の
うえ市役所各庁舎または金融機関窓

口で手続きしてください。
■問 市 税務課（近江庁舎）
1 52－1556 5 52－8730

経済的理由によって就学困難な児童
とその保護者に対し、就学に必要な学
用品等の購入費の一部を市が援助する
制度です。
対象者s準要保護者（法に基づく児童
扶養手当の支給を受けている方等で、
生活保護者に準ずる程度に困窮して
いると認められる方）

申請方法s市役所各庁舎および市内各
小中学校に備えてある申請書に記入
のうえ、地区民生児童委員を経由し
て学校へ提出してください。

■■問 市教委 教育総務課（山東庁舎）
1 55－8107 5 55－4040

次のとおり臨時休診いたします。
米原診療所：３月23日（金）午後、

24日（土）午前
1 54－5311
近江診療所:３月22日（木）～31日（土）

1 54－2127

４月１日から休診日を変更いたします。
変更前：水曜日、土曜日（午後）、日曜日

↓
変更後：木曜日、土曜日（午後）、日曜日
■問 近江診療所 1 54－2127

『世歓式』は、65歳を迎える方をお
祝いする式典です。これまでの人生で習
得された知識・経験・技術や知恵を地域
社会づくりのためにいかし、生きがいを
もって人生の再出発をしていただくこと
を目的に開催します。この『世歓式』の
企画運営に携わっていただく実行委員を
募集します。
応募資格s昭和17年４月２日～

昭和18年４月１日生まれの人
募集人員s10人程度
開催日s６月３日(日)または５日(火)予定
応募締切s３月１２日(月)
申込み方法などくわしくは下記まで
■申 ・■問 市教委　生涯学習課(山東庁舎)

1 58－8110 5 55－4040

奨学金の額s①高等学校およびこれに
準ずる学校等での修学：月額1万円

②短期大学およびこれに準ずる学校等で
の修学：月額2万円

③大学、大学院およびこれに準ずる学校

３月の窓口業務・事務延長
のご案内

車のことなら
全てお任せください

〒521-0314 滋賀県米原市春照658-6  TEL.0749-58-0250(代)
FAX.0749-58-0556

 
  有限会社居醒／ 滋賀県米原市醒井688-10 
  TEL 0749-54-8222　FAX 0749-54-822３ 
    （営業時間）・売店／喫茶　10:00～17:00（冬期） 
　　　　　 　・レストラン 11:00～14:00 
　　　　　　 ・ファーストフード11:00～1６:00 

・お一人様／一回につき一枚限り有効 
・他の同類券との併用は出来ません 
・有効期限：平成19年4月30日まで 
 

喫茶「梅花藻」 
10 % 割 引 券 

宿場料理 「居 醒」 
￥260 割引券 

（和風バイキング） 

・大人のみお1人様／ 
　　　　  一回につき一枚限り有効 
・他の同類券との併用は出来ません 
・有効期限：平成19年4月30日まで 
 

広　告

米原診療所・近江診療所の
休診について

近江診療所の休診日の変更
について

「米原市奨学資金」
貸与奨学生を募集

税の納付は、便利な口座振替で

平成19年度　米原市就学
援助制度の申請について

平成19年度『世歓式
せ い か ん し き

』
実行委員募集！
（第２の成人式、65歳を祝う式典）

「広報まいばら」「市公式サイト」への広告掲載に関するお問い合わせは市　情報政策課 152－6627へ…
◎広報まいばら　広告掲載料金：１枠　15,000円（13,300部発行・市内全戸配布）
◎市公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月　10,000円（月平均アクセス数　18,000件）

各種証明書の交付の際に窓
口で本人確認を行います。

免許証・健康保険証など
の提示をお願いします。

『助役』の職名が
『副市長』に
変わります。

4月1日から

市では、個人情報の保護の
ため、平成１９年４月１日か
ら戸籍・住民票など各種証明
書の交付請求をされる時に本
人確認をさせていただきます。
窓口で証明書を請求される

際には、本人であることが確
認できる書類（免許証・健康
保険証など）の提示をお願い
します。
みなさまのご理解とご協力

をお願いします。
■問 市 市民窓口課　
1 52－6927 5 52－4539

制度の見直しに伴う地方自
治法の改正により、4月1日か
ら「助役」の役職名が「副市
長」に変わります。また、当
市では助役が事務を兼ねてい
た収入役制度も廃止になり、
一般職員による「会計管理者」
が会計事務を行うこととなり
ます。
■問 市 総務課（米原庁舎）
1 52－1552 5 52－4447
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等での修学：月額3万円
申請資格s市内在住または在住する方
の子で、一定の条件を満たす方
（くわしくはお問い合わせください。）

募集期間s平成19年3月1日（木）～
平成19年3月20日（火）まで

募集人員s８人
申込み方法などくわしくは下記まで
■申 ・■問 市教委 教育総務課（山東庁舎）

1 55－8107 5 55－4040

ただ今、加盟クラブを募集していま
す。文化活動に取り組む５人以上のク
ラブが協会に加盟できます。お申し込
み方法など、くわしくは事務局まで。
■申 ・■問 文化協会事務局
（山東庁舎　文化スポーツ振興課内）
1 55－8106 5 55－4040

現在たくさんの子どもたちが囲碁を
楽しく学んでいます。囲碁は初めてと
いうお友だちも大歓迎です。
対象s米原市内の小学生
練習日s４月７日（土）からの毎週土
曜日／９時30分～11時30分

場所s米原市山東公民館
部費s月2,000円（テキスト代等）

講師s市内の有段者の先生、臨時にプ
ロ棋士、高校・大学の囲碁部の学生
申込締切s３月25日（日）
申込先s山東、米原、近江の各公民館、

伊吹薬草の里文化センター
■申 ・■問 米原市子ども囲碁振興会　

（居林） 1 55－2424

日時s3月17日（土）10時～12時30分
場所s県立成人病センター

研究所講堂
内容s認知症の患者さんの入院治療に
ついて、患者さんとご家族をチーム
でどのように支えるか。

講師s琵琶湖病院　松田桜子 氏

日時s3月18日（日）14時～15時30分
場所s県立成人病センター

研究所講堂
内容s「在宅ホスピス」とはどういう
ものなのか。その取り組みや経験に
基づいた講演です。

講師s神野病院　神野君夫 氏
※ともに参加費は無料です。
■申 ・■問 県立成人病センター

1 077－582－8033
5 077－582－5931

村瀬忠義先生とともにうるしが滝ま
で登山をしながら植物や生物を観察し、
山林保全と水（琵琶湖）の関係を学び
ます。
日時s３月24日（土）９時40分
日程s上丹生バス停→うるしが滝
集合場所sJR醒ヶ井駅前バス停
定員s40人（小学生以上）
申込みs３月15日（木）までに下記へ

お申し込みください。
参加費s100円
■問 米原公民館

1 52－2240 5 52－2242

母子家庭・寡婦の生活安定と福祉向
上を願って開催します。
日時s３月４日（日）13時～
会場s山東公民館
■問 米原市母子福祉のぞみ会（福原）
1 54－2521

文化協会加盟クラブを
募集中！

米原市子ども囲碁クラブ
４月からの入部者募集

米原市母子寡婦福祉大会

成人病センター講座
～認知症診療のめざすもの～

～在宅ホスピスと病診連携～

霊仙山野草ウォッチング
湖づくり活動「琵琶湖を守る
霊仙山の野草たち」
滋賀の園芸福祉研究会主催

軽自動車の廃車・名義変更
手続きはお早めに！
軽自動車税は、その年の4月1日現在において所有（登
録）しているバイクや軽四輪、農耕用作業車(トラクター
等)などにかかる税金です。
古くなって乗れない場合や他人に譲渡された場合は、

3月末までに廃車・名義変更等の手続きをしてください。
軽自動車税は月割り課税ではないため、届出を忘れると
1年分の税を納付いただくことになります。
例年、3月末は、窓口が大変混雑しますので、下記の

ところで、できるだけ早めに手続きをお済ませください。

車　　　　種

市（旧町）ナンバー
の原付自転車・
小型特殊自動車

二輪車
（125ｃｃを
超えるもの）

軽自動車
（三輪・四輪）

手続きをするところ

米原市役所　各市民窓口課または税務課
152－1556
（ナンバープレート・印鑑を持参ください。）

近畿運輸局滋賀運輸支局
1077－585－7251
自動車検査登録テレフォンサービス
1077－585－7272

軽自動車検査協会滋賀事務所
1077－585－7103
軽自動車検査登録テレフォンサービス
1077－585－7111

水漏れは早期発見・早期修理を！
大切な水をムダにしないために…
漏水の発見方法

いつもどおりに使っているのに最近水道料金が高いと
か、水の出が急に弱くなったと感じるときは漏水が考え
られます。そのようなときは、全ての蛇口を止めて水道
メーターのパイロットが回っているかどうか確認しまし
ょう。ゆっくりでも回れば漏水しています。
すぐに米原市指定給水装置工事事業者へ修理（有料）

をお申込みください。
パイロットとは：メーターの水量表示部にある星形の回転部のことです

※漏水時の料金も使用者
の負担となります。漏水
防止のため時々メーター
を点検しましょう。

米原市指定給水装置工事事業者は、米原市ホームページまたは、
米原市水道課（1５２－６９２３）にてご確認ください。なお、
長浜水道企業団の給水区域（近江地域）につきましては、長浜
水道企業団（1６２－４１０１）へお問い合わせください。

※ 遠隔式（外付け）メーターや口径によっては、形状が異なる場合があります。
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地域住民のコミュニティー活動の紹
介と各種講座の成果発表会です。
日時s３月10日（土）13時～15時

11日（日）９時～15時
会場s和ふれあいセンター
■問 和ふれあいセンター
1 52－2232 5 52－8535

“障がい児教育の母”と呼ばれた石井
筆子さんの生涯を描いた映画の上映会。
日時・会場s３月３日（土）10時、14
時、17時からの3回上映・ビバシテ
ィーホール（彦根）／３月４日（日）
10時、14時からの2回上映・長浜市
民会館

前売チケットs大人1500円、高校生以
下・障がい者1000円（当日200円増）

■問 実行委員会事務局
1 63－5711 5 68－0148

日時s３月22日（木）・27日（火）・
28日（水）いずれも9時から、13時
からの2回開催

会場sクリスタルプラザ「ガラス工房館」
内容s吹きガラス＆バーナーワーク
募集定員s各回親子5組10人（先着順）
受講料s1組3000円
申込s電話またはFAXで下記まで。
■申 ・■問 湖北広域行政事務センター　
クリスタルプラザガラス工房館

1 62－7146 5 65－0245

①狂言って何？　いま古典がおもしろい
日時s３月４日（日）13時開演
会場s滋賀県立文化産業交流会館　

特設ステージ
内容・演目s大蔵流狂言師　網谷正美
ほか　「昆布売」・「附子」／ 狂言
グループいかめ会　「蝸牛」

日時s３月18日（日）14時開演
会場s立文化産業交流会館　小劇場
内容s落語家による古典落語、大喜利
（笑福亭伯枝・笑福亭晃瓶・笑福亭恭
瓶・笑福亭瓶成）、 キッズ落語ワン
ダーランド受講者（小学生・中学生）
の落語公演

入場料s①②とも青少年(25歳未満）・
シルバー（65歳以上）1,000円、
一般 1,500円

■問 県立文化産業交流会館
1 52－5111 5 52－5119

日時s３月24日（土）13時～17時
会場s長浜勤労者総合福祉センター　　

「臨湖」（長浜市港町）
内容s①基調講演「分権時代の地域ガ

バナンスを考える」
（講師：北村 裕明）
②事例報告「事業仕分と地域事
業組成」、「地域自治組織と協
働」、「公共交通問題」ほか

参加費s無料
■申 ・■問 滋賀大学地域連携センター
1 0749－27－1279
5 0749－27－1431

クリスタルプラザガラス工房館で制
作されたガラス作品を展示します。
開催期間s３月２日（金）～29日（木）

10時～18時
会場s近江はにわ館
休館日s月曜日・第４木曜日
■問 近江はにわ館
1 52－5246 5 52－8177

湖北の“さすらいのペン画家”小野
信吾さんの作品を中心としたスケッチ
展です。市内の宿場風景などが独特の
タッチで描かれ、郷愁とロマンを誘い
ます。
開催期間s３月８日（木）～27日（火）
会場s醒井水の宿駅 ヒロ・ヤマガタ

湧水ギャラリー
■問 醒井水の宿駅
1 54－8222 5 54－8223

②ぶんさんワクワク寄席＋キッズ落語

地域政策シンポジウム
『分権時代の地域ガバナンス』

春休み小学生親子ガラス教室

和
なごみ

ふれあいセンター
「まちづくり大会」

ひかり福祉会設立30周年記念
『「筆子・その愛」～天使の
ピアノ～』上映会

青少年のための舞台公演
～狂言＆落語～

農作物被害防止のため
有害鳥獣（カラス・ドバト）の一斉駆除を市内一円で行います！！

実施期間：３月４日（日）～３月３１日（土）
日の出から日の入りまで
※３月４日（日）・１８日（日）は駆除強化実施日です。
農作業等の外出は特にご注意ください。

～猟銃を使用するため危険です。駆除区域での農作業等はご遠慮ください。～

■問 市 森林整備課（伊吹庁舎） 1 58－2229 5 58－1197

近江はにわ館第109回企画展
ガラス作品展

醒井水の宿駅　小野信吾の
「鉛筆スケッチ画教室」展
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心配ごと総合相談

相談日 会　場
３月　６日(火)
３月１３日(火)
３月２０日(火)
３月２７日(火)

やすらぎハウス（顔戸）
三島荘（池下）
ゆめホール（三吉）
愛らんど（春照）

みんなが主役の
まちづくりフォーラム
「これからの地域づくり　　

～使ってみよう！NPO～」

最近よく耳にするＮＰＯって？ 市民活動って何？
さまざまな分野で活動するNPOが自らの活動をパ
ネルで楽しく紹介します。
私たちの暮らしの中の身近な問題や地域のさまざ
まな課題解決のために取り組んでいるNPOとこれか
らのまちづくりについて、みんなで一緒に考えてみ
ませんか？

と　き ３月１０日（土）午後１時～３時３０分
ところ 近江公民館大ホール
内　容 ・基調講演

演題「まちをみんなで紡
つむ

ごう」
講師：山崎　一眞氏　滋賀大学産業共同研究センター教授

NPO法人「彦根景観フォーラム」理事長

・「日本よし笛の会」によるよし笛の演奏
・市内NPO団体によるパネルディスカッション

※参加無料　　※手話通訳、要約筆記あり

お問い合わせ　
市 人権協働課 1５２－６６２９　5５２－４５３９
市 人権総合センターS・Cプラザ

1５４－２４４４　5５４－３０３３

■会場　彦根カントリークラブ
■定員　先着140人
■参加資格　米原市在住および米原市内企業等に勤務する方
■料金　参加料１人3,000円＋

ゴルフ代金11，360円〔セルフ／税込／昼食付〕
（参加料は当日集めます。）

※この大会は滋賀県民体育大会の第１次予選をかねています。

■申込方法　申込書に必要事項をご記入いただき
「ゴルフライブいぶき」までお申込ください。（ＦＡＸ可）

■申込先・お問い合わせ先　
ゴルフライフいぶき（山田）
米原市大野木1777
1５７－１５５５　5５７－１５６６

開催日：２００７年４月１４日（土）

申込締切：２００７年３月２０日（火）まで

米原市民
ゴルフ大会

参加者募集

米原ゴルフ協会主催

人権・行政・心配ごと等、市民のみ
なさんのあらゆる相談に応じます。相
談は無料で、秘密は厳守されます。時
間はいずれも午前10時から正午まで。

■問 社会福祉協議会　本所
1 54－3105 554－3106

市では、結婚相談所を「毎月第2・第
4木曜日」に開設しています。お気軽に
ご相談ください。相談は無料です。
日時s３月8日（木）・22日（木）

13時30分～16時
場所s近江公民館1階サークル室
■問 市 農村振興課（伊吹庁舎）
1 58－2228 558－1719

こんなときは通報にご協力をお願い
します。
●３羽以上の野鳥が死んでいるの
を見つけたとき
カラスなどの野鳥が３羽以上まとまっ

て死んでいるのを見かけたら、すぐに下
記のいずれかまでお知らせください。
◎滋賀県 自然環境保全課　
1077－528－3483
◎滋賀県 湖北地域振興局 森林整備課
165－6616
◎米原市 森林整備課
158－2229
●飼っている鳥が続けて死んだと
きや異常死したとき
ニワトリなどの飼っている鳥が続けて

死んだときや、異常死したときはすぐに
下記のいずれかまでお知らせください。
◎家畜保健衛生所（代表）
10748－37－7511（土日対応可）
◎滋賀県 畜産課（鳥インフルエンザ専用電話）
1077－528－3859
◎米原市 農村振興課
158－2228

結婚相談

少年に関する悩み事は・・・
米原市少年センターへどうぞ

1 ５４－５０００

体も心もあったまる

わが家はいいな

家族はいいな
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